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図１１：＜建物の 大層間変位角分布＞ 

 

 
またデジタルデータを持っていることから、その都市にどの程度の被害額が生じるか

の推計にも役立つ可能性がある。 
 
図１２：＜被災状況の試算＞ 

 
 
図７の場合は 600ｍ×700ｍで建物数も1,000棟程度の狭い範囲でのシミュレーション


	プログラムⅠ：「高度地震シミュレーションシステム」
	４．シミュレーションの具体例
	（４） 仮想旧神戸（阪神大震災以前の東灘区





